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序文

稗田原遺跡は，島原市の北部，稗田町に分布し，近くには畑中

遺跡，際石原遺跡，長貫遺跡等の広大な縄文時代晩期の遺跡が分

布しています。この地は，昭和30年代から40年代にかけて，地元

の研究家古田正経氏により調査され，初期農耕についての問題提

起がなされた場所でもあります。その後何回かの発掘調査が行わ

れながらも，いまだ、古田氏が提起された初期農耕についての明確

な匝答はでていないというのが現状ではないで、しょうか。

今回調査に至った経緯は，一般県道機石原松尾停車場線の拡幅

工事が計画され，試掘調査の結果，遺跡の範囲が判ったためであ

ります。

長崎県教育委員会は，この遺跡の重要性を考え，島原振興局建

設部道路課と協議を重ね，遺跡の所在が判った範囲で，発掘調査

を実施したものです。

この調査報告書が本県の埋蔵文化財についての理解と愛護の精

神を深め，学術，教育，文化財保護のために広く活用されること

を念願するものであります。

発掘調査の実施にあたって御理解と御協力をいただきました地

元の関係の皆様と，炎天下のもと，作業に従事して下さいました

皆様に対し，衷心より感謝申し上げます。

平成 9年 3月

長崎県教育委員会教育長中川 忠



例目

一.本書は，一般県道探石原松尾停車場線拡幅に伴って実施した長崎県島原市神田町に所在す

る稗田原遺跡の緊急発掘調査報告書である。

二.長崎県教育委員会が調査主体で，調査期間は次のとおりである。

試掘調査平成 4 年 6 月 22B~6 月 27 日

1 次調査平成 4 年 8 月 17 日 ~9 月 3 日

2 次調査平成 5 年10丹 28 日 ~12月 2 日

3 次調査平成 7 年10月 16 日 ~ll月 2 日

三.長崎県教育委員会文化課の調査関係者は以下のとおりである。

試掘調査寺田正剛(文化財保護主事)，下回章吾(文化財調査員 現東彼杵町教育委員会)

1次調査 !! !! !! !! 

2次調査村/11逸朗(文化財保護主事)，寺田正剛(文化財保護主事現小島中学校)

3次調査橿田一志(文化財保護主事)，松尾昭子(文化財調査員 現鷹島町教育委員会)

四.本書は分担執筆した。 I~III l. 2 (1) (2)①~④を村川が， III (2) ⑤~@を古門雅

高が， III2 (3)の3次調査分を福田が執筆した。

五.本書の編集は村川がおこなった。
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I 調査に至る経緯

一般県道操石原松尾停車場線の改良工事が計画され，稗田原遺跡の中で拡幅工事が実施されるため

試掘調査を実施した後，用地買収の進捗状況に合わせて本調査を実施した。平成 2年度から 6年度に

かけて一次から三次調査を実施した。

II 遺跡、の地理的歴史的環境

遺跡が所在する稗田町は，もとは島原市三会木崎名の一部で，島原半島の東部，雲仙山系北東麓の

火山性扇状台地に位置し，東は有明海に面している。現在この海岸部には建設資材等の貨物輸送の急

増に対して，昭和44年から貨物埠頭を建設し，島原新港と呼ばれている。

この三会原には，高燥域に所在する際石原遺跡を始めとして，縄文時代晩期の遺跡が多い。海岸部

に向かつて標高が下がるにしたがい，上油堀，下油堀，長貫A，長貫B，南楠沢，大塚後，津吹，三

会中学校，寺中A，寺中B，下宮，平成 3年に調査された畑中遺跡，そして，本報の稗田原遺跡、等が

ある。この三会原全体に縄文時代晩期の遺跡が，ほぼまんべんなく分布している。平成 8年度の調査

でわかったことであるが，稗田原遺跡では，この縄文時代晩期の包含層の下で縄文時代中期から後期

にかけての時期の火砕流の堆積が確認された。この火砕流は，隣の畑中遺跡でも確認されており，恐

らくは三会原全体に広がっていたと思われる。火砕流が堆積した後，表面が土壌化するか，火山灰の

堆積があるかして，栽培，ないしは耕作するに足る土壌が醸成され，遺跡が形成されたものであろう。

弥生時代から古墳時代の遺跡として，山崎遺跡，沖田遺跡，沖田海中遺跡等がある。また，古墳時

代の長塚古墳等も所在している。

三会原の北側，中野}l1と西J11の河口部の沖積地上には，中野川遺跡と西川遺跡がある。これらの遺

跡の北側の海岸段丘上には景華菌遺跡があり，この沖積地上の 2遺跡が景華園遺跡の生産基盤である

可能性も考えられる。景華園遺跡は，弥生時代中期を主体とし，遺構としては聾棺，籍式石棺墓，支

石墓(2基)等が確認されており，出土遺物は，鍛鏡(? )，銅剣，鍋鉾，管玉等がある。県下の遺跡

発見の記録としては最も古く，元禄 12年に当時の藩主松王子忠房が大石を動かしたところ，下から銅

剣 2本が出土したと，島原藩主松平家の記録『深耕世紀jに記してある。次に昭和 5年，聾棺墓地か

ら狭鋒銅鉾2本，硬玉製勾玉 11毘，碧玉製管玉15個，布片 1片が出土し，考古学雑誌第21巻 8号にf聾

棺内新出の玉類及布片等についてjの題で島田貞彦によって報告された。昭和32年の大水害の折りに

は，警棺墓とともに銅剣 3本，玉類，異輪，扇平片刃石斧，鉄製鋤先等が出土している。大石は支石

墓であり，青銅器の出土もあるところからこの地域の中心的な遺跡であろう。

-1-



第 1表遺跡地名表

地図Nn 市町村Nu 名 称 所 在 地 種 日リ 立 地 時代 備 考

1 31-27 山ノ内上横穴古墳 有明町山ノ内上 古 f員 古 墳

2 15 上源在員野遺跡 H 大野名字上i原在品野 造物包含地 丘 陵 縄 文

3 14 下 i原在角野遺跡 11 万 字下i原在品野 }} ぷ仁，、 調出 }} 

4 13 上 紙高野遺跡 }} か 字仁松雨野 11 11 5部 生

5 31 椀山横穴古墳 11 :t柱古関f弗山 古 墳 平 地 古 墳

6 24 灰ノ久保遺跡 万 二之沢名字灰ノ久保 遺物包含地 丘 陵 縄 文

7 19 原 上 遺 勤、 /ノ 万 字 小原 11 }} }} 

8 36 国土神社長横穴 か 大ニ東小原t 横 穴 }} 古 墳

9 33 小原下 B 地点遺跡 }} グ 小原下 造物包含地 平 地 縄 文

10 18 原 下 遺 跡 か ニ之沢名字和田・木下 }} 丘 陵 }} 

11 20 松 尾 j量 効l M 松崎名字松尾 }} 11 ち ・ 奈

12 21 山 ノ 内 遺 跡 万 二之沢名字絞崎 t.，t松崎 }} }} }} 

13 23 上 野 i宣 跡 ノ/ M 字上一野. F主主翰 11 }} 縄 文

14 22 野 遺 助; }} H 宇野田，堂ノ前，下野，鼻/紡 }} }} 弥・古

15 3-1 景 華 思 i童 効1島原市(ニ会)中野町角城7G 墳 墓 海岸段丘 g1J¥ 生

16 2 上 中 野 i宣 E品 }} ( )} )上中野，野i1ll.久保 造物包含地 L口』、 地 弥 ・ 古

17 3 飯 口 B i遺 E事 }! 原口町，屋敷品野，北長嶺 }} 丘 陵 }} 

18 11 A 遺 Z品 }} ( )} )尖石，原口上，堂の坂，葛龍沢.n反口沢 }} 4E3 A 地 終i ・弥

19 5 下 油 探1 選 E事 }} ( )} )池堀町下i由堀 }} 湾岸段丘 }} 

20 6 上 i由 堀 j童 E蕗 }} ( )} ) }} 上i出堀(一部釘明町にかかる) }} }} 訴事 文

21 9 長 賃 A 遺 号事 }} ( )} )長貫何倍向野 遺物包含 t也 }} 先・縄

22 10 }} B j量 E蕗 }} ( )} )仁田平，i:宰吹町上大高野 ノノ 台 向山 縄・弥

23 11 寺 中 A 遺 跡 }} ( )} )寺中日I大雨野別れ道 }} 丘 陵 弥 生

24 12 }} B 遺 跡 11 ( )} )尾崎，湯の7G.内田 }} 平 地 弥 ・ 古

25 13 寺 中 城 E品 11 中野町城の鼻 城 跡 丘 陵 中 世

26 14 中 野 I11 j遺 路、 }} (ニ会)中野町中野)11111床 遺物包含地 111 床 5前 件ー

27 15 j!_fj )11 遺 ~A忘 }} ( 11 )亀の甲田I /ノ 平 野 /ノ

28 16 ニ会下町海中遺跡 }} ( )} )ニ会IllJ(海中) )} 海 底 線・弥

29 17 畑 中 ヌ宣 跡 11 ( )} )中原・亀の申，御手水田I ノノ 平 地 弥 生

30 60 大 主主 古 境 }} ( )} )中原町大塚 古 墳 丘 陵 古 墳

31 18 ニ会中学校遺跡 }} ( )} )下富，出の川町金万寺木崎 遺 物 包 含 地 台 地 縄 文

32 19 i宰 吹 遺 跡 " (万)津吹町三段畑 ノノ 丘 E差 総・弥

33 20 鬼 の 家 古 境 }} (ノ'} )出の川町出の上 古 墳 ノ/ 古 墳

3，1 21 人 塚 古 墳 }} ( )} ) 万 字人塚 }} }! }} 

35 22 大 塚 下 遺 跡 }} ( )} ) /ノ }} 遺 物 包 含 地 L口A f也 中 世

36 23 I有 摘 i尺 遺 跡 11 ( )} )南檎沢 }} }} 5お 生

37 24 大 塚 後 遺 跡 }} ( )} )大塚後 }} }} 総 又

38 25 尻 無 遺 E蕗 刀 (か)広雨量子町尻無 }} }} }} 

39 26 大 タプ沢遺跡 }} ( )} ) }} 大タプ沢 }! }! 線 ・ 中

40 27 弓 言主 遺 E事 }} (杉谷)立野町弓弦 }} 丘 陵 総 文

41 28 立 野 j童 E事 }! ( 11 ) }} }} ノ/ }} 

42 29 五j1 4帝 j宣 E事 }} ( )} )西町五F浦 }} -ei 地 }} 

43 3日 まだれいな銘キリシタン碑 11 ( 11 )山寺町867 キリシデン墓碑 11 近 世 県指定

44 31 山 崎 遺 E品 }! (か)山寺町字山容奇 造物包含地 ?】 弥・古

45 32 稗 悶 原、 造 E轟 烏原市(ニ会)稗国町 遺 物 包 含 地 平 地 縄・弥・近

46 33 下 宮 i宣 監事 !} ( )} )下宮町園出，焼木 }} 平 野 }! 

47 61 長 塚 古 1童 }} (杉谷)山寺町字長塚 古 墳 平 地 古 墳

48 42 沖 回 ョ宣 効; 11 ( )} )前浜町沖田 遺 物 包 含 地 平 野 弥・古

49 43 i中田海中遺跡 }} ( )} ) ノ/ }} !} I毎 底 }} 

50 41 道 回 i量 跡 }} (杉谷)本町道回 墳 墓 平 地 5示 生

51 39 熊野神社遺跡 }】 (か)原町熊野神社内 製 鉄 E事 平 野 平. rj1 

52 40 熊野神社窯跡 ノ/ (か) ノ/ E呈 跡 }} 近 世

53 34 釘 原 J量 E事 }} (万)宇土町釘原 遺物包含地丘陵 }} 弥・古

54 35 平の山 A 遺跡 }} (ノ'} )北千本木町平の山 }} }} 縄 文

55 36 目目安太郎遺跡 }} (万)胞質太郎北千本木町 }} }} }} 

56 37 平の 111 B 遺跡 }} ( )} )平の山 北千本木町 }! ノ/ ノ/

57 52 矢 経 遺 E事 }} ( )! )溺千本木町矢植 }} }} }} 

58 62 塚 古 墳 }} ( 11 )六ツ木町民/克 古 漬 }} 古 漬

59 38 丸 尾 城 跡 か 本光寺町本光寺内 域 E事 }} 中 世

60 50 山 館 跡 H 小山町 館 跡 }} }} 

61 51 !日島原落薬園跡 }} }} 4701ほか 薬 間 E事 }! 近 世 国指定

62 44 i中 出 畷 選 跡 i中田駿新馬場田T'~tr守町 .i!j:ど句守カ読/<!，主j.V:さEぎ:fJ;ま〉也 海岸段丘 古 墳

63 45 長 浜 エ口ヘ 官主 跡 万 新田町長浜 LE3 A 士号 跡 平 野 近 世

64 46 森 岳 城 跡 万域内 1丁目. 2丁目 城 跡 }} }} 

65 47 大 手 浜 i宣 跡 M 新田町大手浜 遺物包含地 i毎 岸 Mマ"ー~千lli子
66 48 浜 の 城 跡 万新田Jl丁目 城 跡 平 地 Jli: 世

67 49 崇台寺のキリシタン墓碑 M 荻原 1丁目1224番地崇台寺 キリシタン墓碑 平 野 ノ/

68 63 笹 塚 古 墳 か 上の原3了臼. ，tの原2丁目，上の原1丁目 古 填 ノ/ 古 墳

69 53 上 の 原 遺 跡 H 白土町 遺物包含地 平 高山 弥 生

70 消滅 ì1_~ )11 古 墳 11 (ニ会)亀の甲田I 古 境 平 野 古 境

71 }} 折 橋 遺 跡 }! (杉谷)下折橋町 境 曇 丘 陵 弥 主主

72 }} 眉 山 焼 窯 跡 H 八幡町 窯 跡 }} i丘 世
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凹調 査

1 . 試掘調査

( 1 )調査

調査は，遺跡内の工事予定地(道路基準杭 OM. 5~8) の買収済用地を手始めとして，平成 4

年6月22日~同年6月27日の 6日間，範囲確認調査を実施した。工事予定区域内に 2mX2mの試掘

墳を12笛所設定し，東から順に着手した。

( 2 )土層

土層は基本的に 4 層に大別できる。 1 層は耕作土で厚さ 20~70cmo 2層は黒色砂質土で縄文時代晩

期土器の遺物包含層である。厚さ1O~30α110 3層は暗茶褐色土層。上層に僅かではあるが遺物を含む0

4層は黄灰色砂層。遺物は含まない。 TP2・3では黄褐色粘質土が確認される。

TP1~5 までは， 1層から 2層にかけてトレンチャーの爪痕がのこるが，撹乱は受けていない。

( 3 )遺 構

TP1・2・4で溝状遺構が確認された。性格は不明でトあるが，下部には砂が堆積している。

( 4 )遺物

遺物はすべての試掘墳から，縄文時代晩期から中世にかけての土器・陶磁器片と，縄文時代晩期の

打製石斧・石皿・黒曜石がパンコンテナ 1箱分出土している。

( 5 )まとめ

以上の結果から判断すると

① 縄文時代晩期の遺物を中心とする遺物包含層が確認された。

②溝状遺構が確認され，住居跡等の遺構の存在も考えられる。

2.本調査

( 1) 1次調査

①調査概要

今回の調査は， 6月下旬に行った範囲確認調査の結果により実施したもので，平成 4年度道路拡幅

予定地の東部分(道路基準杭 OM5周辺)， 350m2に限って調査を行った。

調査区は道路基準杭 OM5を起点とし，磁極方向に 5m方隈のグリッドを設定し，調査区南東隅

を起点、として北にA ・B…，西に 1・2…と記号・番号を付けた。調査は，初日に表土の堆積が厚い

南側調査区から重機による表土剥ぎを行った後，東から酉に向けて掘り下げを行った。

②土層

土層は， 1層;表土層， 1 b層;混際茶褐色硬質土層(整地層)， 2層;黒色砂質土層(古墳時代遺

物包含層)， 3層;褐色砂質土層(縄文時代晩期包含層)， 3 b層;青灰色砂層， 4層;黄褐色粘質土

層で， 3 b・4層は無遺物層である。
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第 3図 1次開査区配置図
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第 4図 1次調査区遺構配置図
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③遺 構

遺構としては，溝状遺構3条と柱穴群，古墳時代前期の竪穴式住居跡 1軒を検出したほか，縄文時

代晩期の遺物の集中部を数個所発見した。

1号竪穴住居跡 (SB I) 

古墳時代前期の竪穴式住居跡を， C-7区で検出した。北側は，石坦により切られている。残存す

る南辺は4.30mの方形の住居牡で、住居社内の床面には土師器の壷等があった。

④遺物

遺物は，竪穴式住居に伴う一括資料として土師器の聾・壷や，縄文時代晩期の黒色磨研土器・条痕

文土器・属平打製石斧等が出土した。

1.縄文土器

出土した土器は，縄文時代早期の押型文土器(1 )，南九州系の円簡文土器(2 )，晩期前半の土器

等がある。深鉢形土器 (3~31) ，浅鉢形土器 (52~58) ，椀形土器 (32 ， 33)，組織痕土器 (35)，刻

目凸帯文土器 (36~41) 等がある。

南串山町の田崎遺跡や，東彼杵町の白井川遺跡等の分類や，出土を参考に，深鉢形土器を， A類(直

口縁で口縁部が外方に開くもの)， B類(タガ状口縁をもつもの)， C類 (iくj字状口縁をもつもの)

に分け，同じく浅鉢形土器をA類(甚口縁で口縁部が外方に開くもの)， B類(口頭部が短く立ち上が

り肩部に最大径をもつもの)に分ける。 A，B双方ともリボン状突起を持つものと持たないものがあ

る。

石器では，石鍛(l ~8) ，グレーパー(9 )，安山岩製スクレーパー (10，11， 16， 74， 77)，黒曜

石製スクレーパー(13~15) ，ピエス・エスキーユ (12) ，縦長剥片(17~50) ，石核 (51) 等がある。

外に磨製石斧 (52，53) ，打製石斧 (54~68) ，すり石 (69~73， 80~82 ， 84， 85)，砥石 (75，76)， 

叩石 (78)，石臼 (83)等がある。

⑤所見

今回の調査で，古墳時代前期の住居跡や，縄文時代晩期の土器・石器を含む包含層を確認した。

( 2 ) 2次調査

①調査概要

今回の調査は，平成 5年度道路拡幅工事区域の西部分(道路基準杭 OM7・8)，650ぱ調査を行

った。今回の工事区は現有道路を中心に南北各4mの拡幅であり，当初は現有道路下も調査対象とし

ていたが，道路下に約 2m'隔の畑地潅減水道や，私設水道等が埋設されていたため調査から捻外した。

調査区は，平成 4年度に設定した 5m方眼のグリッドを延長し，続けて番号を伏して設定した。調

査は，重機による表土剥ぎを行った後，道路北側から西に向けて掘り下げを行った。

②土層

土層は 1a層;耕作土層， 1 b層:中世~近世にかけての整地層， 2層;黒色土層(奈良~平安時
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代遺物包含層)， 3層;青白色砂層， 4層;明黄色粘質土層(縄文土器を若干含む)， 5層;黒色粘質

土層， 6層;暗灰色硬質土層(パミス含む)である。

③遺構・遺物

遺構は， I隔2mの溝状遺構が1条と，調査区全域にわたり柱穴が検出され，恐らく，近世のものと

思われる建物跡を 1棟確認した他は，建物跡等を特定するには至っていない。

遺物は， 1 b層から中世~近世にかけての青磁・須恵質土器・陶磁器等が出土し， 2層から奈良~平

安期の須恵器・土師器， 4層から縄文時代早期の土器・石器等が多数出土した。

④所見

今回の調査では，奈良~平安時代にかけての遺物・遺構の存在が確認され，古代に於いても当地に

生活が営まれていたことが判断される。また，関連する道路や集落の存在も予想される。 他に近世の

ものと思われる建物跡を 1棟確認した。
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第 2表各区出土の土器①

番号 出 土地 区 特 徴 備 考

1 B2II 押型文土器

2 B4， 5ミゾ 南九州、i系円筒土器

3 G10 II P15 深鉢形土器B類，沈線がV字状。

4 F11 P16， 17 JJ JJ 

5 F9 P14 JJ 

6 ミゾ 深鉢形土器A類

7 F10 aミゾ5 JJ 

8 F10 P14 JJ 

9 B5 P32 粗製土器

10 B5 P23 JJ 

11 F10 P25 JJ 

12 C5III P25 JJ 

13 F10 28 JJ 

14 F10 P16 JJ 

15 F10 P15 JJ 

16 F10 P15 JJ 

17 10aミゾ1 JJ 

18 F10ミゾ5 JJ 

19 C5III P2 JJ 

20 ミゾ 波状口縁

21 C5III P5 粗製土器

22 F10 P13 JJ 

23 C5III P11 JJ 

24 B5 P3 JJ 

25 F10 P13 JJ 

26 F10ミゾ5 JJ 

27 F10ミゾ5 JJ 

28 F9 P16 リボン状突起

29 F10 P7 組製土器

30 F9 P1 JJ 

31 G10 P1 JJ 

32 F10 P20 組織痕土器
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第 3表各区出土の土器②

番号 出土地 区 特 徴 備 考

33 刻目凸帯文土器

34 JJ 

35 JJ 

36 JJ 

37 JJ 

38 JJ 

39 木葉圧痕ある底部

40 F10ミゾ5 底部

41 ヒェ10II JJ 

42 EG10 1 JJ H5謂査

43 G10 P5 JJ 

44 G10 P2 JJ 

45 Gll P20 JJ 

46 G10 P4 JJ 

47 F10ミゾ5 JJ 

48 E9 P6 JJ 

49 E10 P1 浅鉢形土器A類

50 C5 III JJ 

51 G10 P5 JJ 

52 Gll P21 JJ リボン状突起がある

53 EF10 1 浅鉢形土器B類 JJ 

54 C5 III P3 JJ 

55 A-D1ミゾ3，4P5 JJ 

56 E10， 1 リボン状突起残欠

57 EF81 b Jl 

58 F10III JJ 

59 EF10II JJ 

60 F10 P3 Jl 
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第 4表各区出土の石器①

番号 出 土地 区 器 種 備 考

1 FG11 1 石 鉱

2 EF81 b JJ 

3 H10 JJ 

4 EF9III JJ 

5 B061 JJ 

6 10II JJ 

7 3III JJ 

8 A1ミゾ3 JJ 

9 B5 S6 スクレーパー

10 E7 Sl 安山岩製スクレーパー

11 A2， B2カベV JJ 

12 ピエス・エスキーユ

13 FG10， 11II b 黒曜石製スクレーパー

14 BC41 b JJ 

15 H10 JJ 

16 EF10II 安山岩製スクレーパー

17 FG10， 11II b 縦長鎚片

18 F10aミゾ5 JJ 

19 G10 JJ 

20 G10III JJ 

21 GH11 1 JJ 

22 F91 JJ 

23 G10 JJ 

24 G耳11III JJ 

25 EF81 b JJ 

26 B5 Sl JJ 

27 AB31 JJ 

28 G10 JJ 

29 EF9II JJ 

30 EF4II JJ 

31 ミゾ JJ 

32 1VI JJ 
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第 5表各区出土の石器②

番号 出 土 t也 区 器 種 備 考

33 FG10， l1II b 縦長剥片

34 EF10II JJ 

35 B5II下 JJ 

36 EF10II Jl 

37 1VI JJ 

38 1VI Jl 

39 B11 b JJ 

40 FGl1 1 JJ 

41 51 Jl 

42 3III JJ 

43 EFG101 Jl 

44 EFG101 JJ 

45 5III JJ 

46 FG10， l1II b JJ 

47 F91 JJ 

48 BC61 JJ 

49 B21 b JJ 

50 FG10， l1II b Jl 

51 G10III 石核

52 5III 磨製石斧

53 E9 S4 JJ 

54 C9III 打製石斧

55 C8III JJ 

56 E10 Sl JJ 

57 Gl1 S6 Jl 

58 G10II JJ 

59 G10 S3 JJ 

60 G10II下 Jl 

61 ミゾ JJ 

62 EF91 Jl 

63 B2 JJ 

64 Gl1 S3 Jl 
L _ _  
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第 6表各区出土の石器③

番号 出土地 区 器 種 備 考

65 A1 1 b 打製石斧

66 EF10II JJ 

67 F9 S6 1/ 

68 F8 Sl JJ 

69 G10 Sl すり石

70 F9 S5 JJ 

71 F9 S2 1/ 

72 F9 S7 JJ 

73 4II JJ 

74 F10 Sl 安山岩製スクレーパー

75 FG51 b 砥石

76 FG51 b JJ 

77 F9 S4 安山岩製スクレーパー

78 F391 日刊 石

79 F9 Sl すり石

80 F10 S4 JJ 

81 F40 1/ H5調査

82 4II 1/ 

83 石 自

84 F40 すり石 狂 5調査

85 C7， 8 Sl JJ 



⑤ 1号竪穴住居跡 (SB 1)出土の古式土師器(第21図，図版9) 

( 1 ) 古式土師器の出土状況

竪穴式住居跡の床面より古式土師器が出土した。このうち図化できた資料は16点であった。出土状

況図は第24図のとおりである。

( 2 ) 聾形土器

形態により I類(1， 2) とII類(7 ~ 13) に分類した。

(ア)聾 I類(1， 2) 

1は口径13.9cm，胴部最大径21.9cm，器高26.1cmの聾形土器である。口縁部は， く字状に外反し，

内湾しながら口唇部にいたる。口縁部外面はわずかに波打ち，横にナデられている。口唇部は肥厚し，

内傾しながら内側に突出する。突出部の頂部は面取りしたように平滑にナデられている。胴部最大径

は中位にあり，底部は丸底である。外面は縦位のハケが施され，肩部外面のハケメはヨコナデによっ

て消されている。罵部内面に，カキメ状の粗いハケが施され，その後，腕部から底部にかけてヘラケ

ズリが行われている。へラケズリは口頚部屈曲部まで及ばない。頚部内面はカキメ状のハケののちに，

細かいヨコハケが施される。また肩部と口頚部との接合痕が明瞭に残る。これらの調整痕から推定さ

れる聾の成形過程としては，腕部と口頚部を接合し，体部内面をカキメ状のハケで調整したのち，接

合部にナデや細かいヨコハケを施し，そのあとに胴部および、底部内面のへラケズリをおこなったもの

と観察される。胎土には直径 1~2mmの砂粒が含まれる。

2も1と同様な聾形土器であるが， 1のような口唇部の肥厚はみられない。内外面の調整は 1と同

様である。口縁部の残存が少なく，口径の復元はできなかった。胎土に絹雲母を多く含む。

(イ)聾II類(7 ~ 13) 

いずれも口縁部が「く j字状に開く資料であるが，口縁部の形態によって， II a類(口縁部が内湾

するもの)， II b類(口縁部がまっすぐ外方に開くもの)， II c類(口縁部が外反するもの)の 3つに

分類できる。

① IIa類(7・8) 

7は復元口径15.4cmで、ある。口縁部外面は縦方向のハケが施され，そののち部分的にヨコハケで調

整されている。肩部外商は上半が口縁部と一連のタテハケで，下半はヨコハケないし斜めのハケであ

る。調整順序としてはタテ方向→ヨコ方向のハケが施されている。ロ縁部内屈はヨコハケが施され，

肩部内面はへラケズリがおこなわれている。口頚部と肩部との境となる屈曲部までへラケズリが及ん

でいる。 8は7と同類であるが頚部外面に弱いくびれをもっ点が異なる。口縁部外面は丁寧なナデ調

整で，それが肩部上半にもおよぶ。肩部下半はヨコハケが施されている。口縁部内面も外面と同様に

了寧なハケ調整が行われ，育部内面はへラケズリである。?と同様に屈曲部のきわまでけずられてい

る。胎土は精選され，焼成も良好である。

② IIb類 (9~12) 

9~12は口縁部付近の異個体の破片資料である。いずれも復元口径がほぼ17cm前後で，調整も口縁
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部内面のヨコハケ，屈曲部ぎりぎりまでト内面ヘラケズリがおこなわれるなど共通した技法がうかがえ

る。口縁部外面は丁寧なヨコナデがおこなわれているが， 12の資料により，ヨコナデ以前に斜方向の

ハケ謂整がおこなわれていたことが知れる。

③ IIc類(13)

13は復元口径16.1cmである。口縁部の形態は異なるものの調整はIIa類， II b類と同様である。

( 3 ) 小形丸底土器(3~ 6) 

3は口径8.1cm，胴部最大径9.8cm，器高9.4cmを測る。胴部最大径はやや上位にあり，頚部のくびれ

も強い。口縁部は内湾し，内外はわずかに波打つ。口縁部外面にはヘラによって，菱形に近い意匠が

描かれている。器体の内外面は全体にていねいにナデられており，胴部外面には部分的に細かいハケ

メが認められるのみである。胎土は精選されており，焼成もよく，丁寧なっくりである。 4は短頚の

小形丸底壷である。口径8.2cm，服部最大径9.6cm，器高8.6c111をはかる。胴部最大径は中位にあり，頚

部のくびれは弱く，口縁部は外国がやや内湾する。口縁外面の調整は，へラケズリないしヘラナデの

あとナデ消されている。口縁部内面は細かいヨコハケが施され，肩部内面にはへラケズリが行われて

いる。胴部底部内酉はへラケズリされたのちにナデ消されている。 3に比べると成形が組である。

5も短頚の小形丸底壷で，全体の 1/2ほどが残存している。口径9.4c111，服部最大径10.6c111，器高

8.5c111である。胴部最大径はやや上位にあり，嗣部から口縁部が重立気味に立ち上がる。口縁端は手ず

くねによって成形されており，凹凸や亀裂が生じている。体部外面はへラケズリないしはへラナデに

より調整され，部分的にハケメがみられる。体部内面はヘラケズリによって器壁は薄く仕上げられて

おり，口頚部内面はナデ消されている。成形や焼成などは 4に類似する。胎土には多くの絹雲母をふ

くむ。

Bも短頚の小形丸底壷で，全体の 1/2ほどが残存する。図上復元をおこなったが，底部を欠失し

ているため，全体の形状は不明である。復元した口径と胴部最大径はほぼ等しく 12.0cm，復元器高は

10.7cmである。口縁部はわずかに外反して聞く。頚部内面には口頚部と胴部の接合痕が明瞭に残る。

調整は口縁部外面がヨコナデ，内面は斜めのハケののち上半をナデ消している。体部外面は底部から

口縁部に向かつてタテ方向のハケが施されている。体部内面はヘラケズリで器壁を削ったのちに口頚

部を接合している。胎土には絹雲母，赤色砂などを含み，粗い。

( 5 ) 高杯形土器 (14・15)

14は杯部片である復元口径は23.4c111で，深さは不明である。口唇部は，わず、かに外へ肥厚する。調

整は杯外面がヨコナデ，杯内面はヨコハケである。 15は脚部片でト裾部は失われている。脚柱部は中空

で，裾部との境で大きく屈曲する。脚の内外面は丁寧にナデられており，胎土・焼成もよい精製品で

ある。脚柱部の内面は丁寧なヘラケズリがみられる。

( 6 ) 器台形土器 (16)

16は器台の受部である。受部の径は10.0cmである。受部先端は斜めに面とりがおこなわれ，その部

分に斜行のハケメが観察される。受部内面はへラにより円を描くようにナデつけられている。胎土に

o
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は角閃石を含み，焼成は良好である。

@ 1号竪穴式住居跡 (SB 1)以外から出土した古式土師器

( 1 ) 聾形土器 (19)

「く j字形に屈曲する口縁部をもっき童形土器である。 B6区II層から出土した。復元口径21.1cmであ

る。口縁部は内湾し，口唇部はまるくおさめる。口縁部内外はナデによって消されているため，調整

はわかりにくいが，内外ともにヨコハケの痕跡が認められる。内面屈曲部のきわまでへラケズリがお

こなわれている。胎土に赤色砂，角閃石を含む。

( 2 ) 壷形土器 (17・18)

17は口縁部がやや外反しながら立ち上がる資料である。口縁部は完存するが，胴部下半から失われ

ている。 B6区II層の第9ピットより出土した。口径14.9cm，胴部最大径22.4cmを測る。口唇部は外

側に若干肥厚し，突出する。調整は口縁部外面から肩部上半はヨコナデが施され，肩部や胴部のハケ

メを消している。口縁部内面はヨコハケがほどこされているが，部分的にナデ消されている。間部・

1同部内面はへラケズリが屈曲部までおよんでいる。胎土には角閃石を含む。

18は亘口の壷形土器の口縁部片である。 B6区II層の第2ピットから出土した。復元口径は22.0cm

である。口縁部外面はわずかに波打ち，口唇部で肥厚して，口縁内側に突出する。口縁部外側はヨコ

ナデによって平滑にされ，口縁内部はハケがほどこされるが，部分的にナデ消されている。肩部以下

の内面へラケズリの状況はうかがえない。

( 3 ) 高杯形土器 (20・21)

20は脚柱部の破片で，全体の 1/2ほどの資料である。第4試掘坑II層から出土した。真中がやや

。 10cm 
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膨らみながら裾部

にいたる。脚柱部

と据部の境はおお

きく屈折する。外

面は斜め方向のハ

ケ調整ののちにナ

デ消されている。

内面はへラケズリ

ののちに下から上

に向かつてナデつ

けられている。胎

土には赤色砂を含

む。

21は柱状部から

裾部までなだらか

なスカート状に開

く脚部をもっ。 F

9区第22ピットか

ら出土した。裾部

の復元径は13.7cm

である。外面は丁

寧なヨコナデが施

¥¥ 

τ~ 

ミ三王二~3

己主.;:;24 

。 10cm 

され，内匡は柱状

部がへラケズリさ

れ，裾部内面はナ

デ謂整ののちに，

部分的にハケメが

第23闇 古代・中世の土師器 (5=1/3)

施される。

3.古代・中世の土師器(第23函・図版9) 

( 1 )皿 (22・23・24)

22はF32区第 1ピットから完形で出土した。口径19.1cm，器高2.3cm，底部径14.5cmである。底部は

へラ切り離しであるが，底部中央部は小さく突出する。内外面はナデによって成形されている。口縁

部には成形時の欠損を小粘土塊で補修した痕跡がみられる。器外面の 1/3には赤彩がみとめられる。

胎土は精選され，焼成も良好である。
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23は残存率 1/3の資料である。 E38区IIb層から出土した。復元口径10.4cm，器高2.4cm，底部径

6.0cmである。底部は回転へラ切り離しによったあと，ナデられている。杯外面下半はヘラケズリによ

って成形されている。ロクロの回転方向は左回りである。内面はナデ調整で，中央にはへラによる線

刻記号がみられる。線刻は「土Jの字に似ているが，点が付いているところが異なる「土jの異字体

であろうか。胎土には赤色砂を含み，焼成も良好である。 24は灯明姐で， F511R第1ピットから完形

で出土した。口径6.8cm，器高2.0cm，底部径4.8cmである。底部は糸切り離しで，ロクロの回転方向は

左回りである。内外面はナデによって謂整されている。口縁部内面の 2ケ所に煤の付着がみられる。

( 2 )杯 (25)

25は高台付きの杯である。 E9区の第14ピットから出土した。口縁部を大きく欠損するが，外反す

る口縁部と高台上部から外方に聞く体部をもっ杯である。復元口14.6cm，器高6.4cm，高台径6.2cmで

ある。高台は外方に聞き，畳付けの部分は面取りをして王子滑にしあげている。胎土に赤色砂を含み，

焼成はよい。

( 3 )小結

これらの土師器は22，25が9世紀後半， 23は13世紀前半， 24は13世紀後半から14世紀前半のものと

みられる。
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第24図 古式土師器出土状況(1号竪穴式住居跡S= 1 /60，土器S=1/9)
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⑦ 稗田原遺跡住居跡出土の古式土師器について

( 1 ) はじめに

稗田原遺跡の住居跡からは，古式土師器の一括資料が出土した。本県では古式土師器の出土が少な

いうえに，遺構からの一括資料となるとさらに少なく，貴重な資料といえる。

近年，古式土師器の研究は畿内において庄内式，布留式土器の細分が進み，その併行関係を各地域

で模索する状況で研究が進んでいる。九州においても畿内その他の外来系土器と在地系土器の検討を

軸として，編年案が提示されている。これに対し，長崎県の古式土師器研究は資料的制約から研究が

進んでいないのが実状である。ここでは最近の古式土師器研究の成果を援用しながら，有明海西部地

(註 1)

域出土の古式土師器 を概観し，おおまかな時期区分を行ったのちに，本遺跡出土土師器の位置づ

けを考えてみたい。

( 2 ) 古式土師器研究の現状

九州、|における古式土師器の研究はとくに福岡県で、精力的に行われており，北部九州域を対象とした

編年案が提示されている。最近では櫛田康雄の編年(柳田1991)，および井上裕弘の編年(井上1991)

が代表的なものであろう。

また，蒲原宏行は佐賀平野の出土資料を中心とした編年案を提示している(蒲原1991)。蒲原の編年

案は，本遺跡が位寵する有明海西部地域の古式土師器を検討するうえできわめて有効な編年案と考え

られる。

( 3 ) 長崎県における古式土師器研究史抄

長崎県における古式土師器研究の暗矢となったのは，宮崎貴夫の大村市大堂遺跡出土土器の報告で

ある(宮崎1979)。宮崎は大堂遺跡出土土師器を「殆どは 5世紀代を中心とする時期j としながらも，

出土土器を一括資料と認定し，出土土器を「土器相により庄内式から布留式の古相の段階jに位置づ

けた。さらに秀島貞康は県内出土土師器の変遷を「大堂遺跡 I類・平山遺跡B地点遺跡 I類→王子山遺

跡B地点・大村市黒丸遺跡の主体をなす一群→黄金山古墳出土土器群→大堂遺跡の新相を示す一群J

と予察した(秀島1981)。

その後，宮崎は南高来郡有家町堂崎遺跡の報文のなかで，秀島の変遷の見通しを検討し， r大要につ

いては間違いない」としたうえで，黒丸遺跡出土土器群については出土状況から一括資料としてとら

えられないと指摘した。さらに宮崎は福江市橘遺跡(小田1979)出土資料などを援用し，秀島の変遷

見通しに補足をおこない「橘 I地点・平山B1類(庄内式段階)→平山BII・III類(布留式古相)→

黄金山古墳・黒丸遺跡→大堂遺跡jとした(宮崎1982)。
、(註2) 

その後，本県でも少ないながら古式土師器の資料は増えているか ，分析的な論孜としては， 80 

年代初めの宮崎・秀島の仕事を最後に，その後途絶えているのが現状である。
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⑧ 有明海西部地域の古式土師器

( 1 ) 古式土師器の分類

本来ならば，有明海西部地域から出土する古式土

師器の形式分類から行うべきであるが，先述のごと

く，本県では古式土師器の出土量が少なしまた完

形品はなおさら少ない状況で，地域内出土資料のみ

で形式分類を行うことは困難でトある(制。したがっ

てここでは，先述の井上，柳田，蒲原編年の形式分 第25菌今福遺跡出土土器(1 )と西ノ角遺

類のうち，主に壷形土器および聾形土器の形式分類 跡出土土器 (2， 3)(S=1/4) 

を援用し，当該地域の古式土師器を概観したい(註4)。

( 2 ) 稗田原遺跡住居跡出土の古式土師器の形式分類

先に遺物の項で本遺跡住居跡から出土した土師器の分類を行ったが，ここでは個々の形式について

検討したい。

(註5) 

聾 I類(第24図1~ 2)は布留式系棄の新しい段階 で，資料中に布留式系警の古い段階の資料は

みられない。

警II類(第24図7~13) は柳田のいう布留系直後型式の警である。高杯は井上の高杯P形式，柳田の

高杯A類，蒲原の高杯G類とみられるが，当該地域におけるこの種の高杯の型式変遷は現状ではわか

らない。器台は外来系ものものであるが，小片のため詳細はわからない。

( 3 ) 有明海西部の古式土師器出土遺跡および出土土器の検討

ここでは当該地域における古式土師器出土遺跡資料の検討をおこなう。

① 南高来郡北有馬町今福遺跡B地区 1号溝最新相およびC地毘竪穴住居跡出土資料(南高来郡

北有馬llIJ今福) (宮崎1986)(第25図 1~ 5) 

遺跡、は島原半島の南東に位置する北荷馬町に所在し，町内を流れる有馬111河口北岸の標高10~30m

の河岸段丘上に立地する。 1978年(昭和53)から1981年(昭和56)にかけて県道の改良工事にともな

い，県教委が発掘した。古墳時代の遺構としては竪穴住居跡，環濠などが出土している。古式土師器

はB地区 1号溝およびC地区竪穴住居跡から出土している。聾形土器は在地系の台付聾である。壷形

土器は畿内系の二重口縁の資料が出土している(第25図 1)。この壷の施文は竹管状の円形圧痕文で，

この種の壷でも新相であろう。高杯も弥生後期の系譜を号iく在地系の高杯である。

② 諌早市平山遺跡B地点、遺跡出土資料(諌早市栗面町) (秀島1981) (第26図1~ 5) 

遺跡は諌早平野の南に位聾する標高約50mの丘陵上に立地する。 1979年(昭和54年)に小学校建設

にともない諌早市教委が発掘調査をおこなった。遺構は存在しなかったが，包含層中に古式土師器の

(註6) 
集中地点が数カ所検出された。整形土器は在地系の台付聾(第26図5) に加えて，布留式系警の

古段階の資料がみられる(第26図 1)。しかし主体は布留式系翠の影響をうけた在地の土器である(第

26圏 2)。すなわち，口頚部の立ち上がりや，口縁部の形状に布留式系聾の影響がうかがえるものの，
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調整は胴部内屈がハケ調整でへラケズリが定着していないなど，布留式系警とは趣を異にするもので

ある。高杯は杯部が深く，一部に脚柱部が中実のものがみられるなど，古相を呈する。

③ 諌阜市小野曽屋遺跡第IV層出土資料(諌早市長野町字曽屋)(J 11瀬・古賀1995)(第26図6~15) 

遺跡は諌早平野の西部に位置し，有明海湾奥の泥費地に立地する。遺構としては近世の畦畔や，弥

生時代終末から古墳時代初頭の杭列が出土している。古式土師器は包含層中に廃棄された状態で出土

した。壷形土器は二重口縁のものと，直口縁の壷(第26図6，7)がある。誼口縁の壷形土器は内面

をハケで調整している。布留式系要はみられず，いずれも布留式系警の影響をうけた地域色の強い警

が存在する(第26図8)。第26図9は

台付聾で(註7)，胴部内面はハケを施

したのちに下半をへラケズリしてい

る。高杯形土器は平山遺跡のものと

比較すると杯部が浅い。器台は長方

形の透かしがあり，弥生後期土器の

系譜をヲiく在地系の器台である(第

26園15)。

④ 大村市稗田遺跡、第 3，4号

住居跡出土資料(大村市弥

勅寺町) (稲富・橋本1988)

遺跡、は大村平野の北部を流れる郡

川の下流に位置する標高18mの丘陵

上に立地する。 1986年(昭和61)に

農業構造基盤整備事業にともなって

大村市教委によって調査が実施され

た。古墳時代の遺構としては，竪穴

住居跡が重複して出土した。古式土

師器は 3，4号住居跡の覆土より出

土している。覆土中の資料ではある

が，報告者によると一部の壷，聾，

鉢は「ほぼ完形状態で投入されたか，

置かれた状況で出土したJというこ

とで，このような出土状況であれば

一括資料として扱えるのではないか

と考える。壷形土器は二重口縁壷で

口縁部外曹の屈曲部が突帯状になし
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第26図平山遺跡B地点出土土器(1 ~ 5) 

と小野曽屋遺跡出土土器 (6~15)

(5=1/6) 
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ており古相である。布留式系警はみられない。警の内面調整にへラケズリが確認できたのは実見した

限りでは， 1例のみで，服部下半にみられた(註8)。

⑤ 大村市黒丸遺跡河川出土資料(大村市黒丸町) (稲富1980) (第27図1~ 6) 

遺跡は大村市の西に位置し，市を流れる郡川が形成した扇状地上に立地する。 1977年(昭和52)都

市下水路工事中に発見され，大村市教委によって調査された。古式土師器は!日河川から出土した。出

土状況から，良好な一括資料とはいいがたい。壷形土器は二重口縁の壷形土器(第27図1)と直口縁

の壷形土器がある(2， 3)。整形土器に布留式系聾は含まれず，いずれも柳田の布留系直後型式の警

が主体となっている(4， 5)。また口縁部が丸く外湾する聾も存在する。後者の資料は時期的に降る

ものとみられる。

高杯は小野曽屋遺跡出土資料と同形式のものが存在する。器台や低脚高杯は整形土器と比べると様

式的に古相を呈するものを含んでいるようで，布留式系番盛期のものが含まれており，布留系直後型

式聾を主体とする黒丸遺跡の煮沸形態の聾形土器との間で様式差が存在するようである。資料が旧河

JlIからの出土ということもあり，今回は黒丸遺跡、出土資料として，整形土器と壷形土器のみを使用し

たい(註9)。

⑥ 南高来郡国見町上篠原遺跡(南高来郡国見町土黒上篠原) (諌見・内山1988)(第27図7~ll) 

遺跡は島原半島北部に位置する冨見町北部の標高30mの台地に立地する。 1985年(昭和60)に県立

¥ 

9 

第27図 黒丸遺跡出土土器(1 ~ 6 )と上篠原遺跡出土土器(7 ~11) 
(5=1/6) 

tL

一
t
E
帯
臨
鰍
附

、

-45-



国見高校考古学研究部によって発掘された。竪穴

住居跡と柱穴，炉跡などが出土している{註 0)。

出土土器には壷，小形丸底壷，聾，高杯，鉢が

ある。壷は二重口縁の新しい段階のものである。

警には布留式系警はみられず，布留系直後型式で

占められる。高杯は小野曽屋遺跡，黒丸遺跡出土

のものとは異なり，脚部がスカート状に開き，杯

底部が水平になるものである(第27図11)。報告者

はこれらの土師器を「北部九州では松木遺跡のV

期に，また，対岸の熊本では，塚原古墳群出土土

器にほぼ並行すると考えられよう。j としている。

⑦北高来郡高来軒上田井原遺跡出土資料

(北高来郡高来町小江峯名上田井原)(村

j111993) (第28圏 1~4) 

遺跡は佐賀・長崎両県の県境にそびえる多良岳

日(f.1

戸斗-~2

ーに 3

I~7佳人
一一一〉一手二三 8

第28図 上白井原遺跡出土土器(1 ~ 4) 
(5=1/8)と大堂遺跡出土土器

(5 ~8) (5=1/6) 

の南麓に位置する高来町の南部にある。町内を流れる小江川の沖積地に立地し，標高は 6~13mであ

る。 1991年(平成 3)に農業基盤整備事業にともない高来町教委と県教委が調査をおこなった。古式

(註11)

土師器は数カ所の土器廃棄跡から出土している 。そのうち，量的には第 4， 5， 11集中地点から

多くの資料が出土したようである。しかし第 4集中地点には弥生後期土器の聾形土器が含まれている

ほか，古式土師器は，布留系直後型式の棄と口縁部が丸く外湾する聾があり，時間幅をもつようであ

る。第 5集中地点、も資料が高杯に片寄り，偏在性は否めない。したがって，第11集中地点のみが資料

的に比較的まとまっているようである。警は口縁部が丸く外湾するものが主体である。

⑧ 大村市大堂遺跡(大村市皆同郷大堂) (宮崎1979) (第28図 5~ 8) 

遺跡は大村平野の北部を流れる郡川下流にある。付近は標高 3m前後の沖積地で，遺跡の近くを J

R大村線が走る。調査は園場整備事業にともない， 1976年(昭和51) に県教委が実施した。遺構の出

土はなく，古式土師器は遺物包含層からの出土である。聾，小形丸底壷，鉢が出土している。聾形土

器は布留式系警の古段階のものと，口縁部が丸く外湾するものとがみられる。前者は除けば同一時期

の資料とみられる。

( 4 ) 有明海西部の古式土師器の変遷

ここでは，当該地域の古式土師器の変遷を主に聾形土器を中心にまとめてみたい。古式土師器の段

階を下記のとおり 1~VI期に分けることとした。

第 I期は在地系土器のなかに少数の庄内式系土器の要素がうかがえる時期とする。本県では明確な

庄内式警は確認されていない。しかし北有馬町今福遺跡B地区 1号溝最新相資料には庄内式系の二重

口縁壷が出土しており，当該期の資料と考えられる。また北高郡森山町西ノ角遺跡第 2層出土土器の
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なかにも当該期の資料がみられる(第25図れ 3) (註凶。

第II期は布留式系土器の影響がうかがえる時期である。諌早市平山遺跡B地点、出土資料，諌早市小

野曽屋遺跡IV層出土資料，大村市稗田遺跡3・4号住居跡出土資料が当該期と考えられる。また南高

(註13)

来郡国見町百花台遺跡、出土資料も同時期とみられる 。布留式系聾の古段階がわずかに出土する遺

跡である。しかしそれと共伴する聾形土器は，口縁部の形態や器形に布留式系警の影響がうかがえる

ものの，内面の調整がハケであったり，長腕傾向をみせるなど地域色の強いものである。壷は二重口

縁のものと，直口縁のものがある。直口縁の壷形土器は内面調整が地域色の強い聾と同様にハケ調整

である。またこの時期まで在地系の台付聾が残存している。さらに長方形の透かしのある弥生後期か

らの系譜をもっ在地系器台も残存する。

第III期は，布留式系聾の新段階の土器が主体を占める時期と推定されるが，現在までのところ，良

好な資料が発見されていない。

第IV期は本遺跡住居跡出土資料があげられる。布留式系聾の新段階のものは減少し，布留系直後型

式が主体を占める時期と考えられる。在地系の台付警はこの時期には出滅しており，聾形土器の内面

調整はへラケズリが定着するとみられる。 II期の聾の内面へラケズリは胴部下半にとどまっていたが，

このIV期になると口頚部の内面屈曲部付近に及んでくる。

第V期は大村市黒丸遺跡出土資料や国見町上篠原遺跡、出土資料などがあげられる。布留式系饗は消

滅しており，布留系直後型式の聾が主体となる。黒丸遺跡では翠形土器に口縁部が外湾するものがみ

られ，黒丸遺跡、出土の聾形土器の一部は次のVI期に属する可能性がある。

第VI期は上田井原遺跡、第11土器集中地点、出土資料や，大村市大堂遺跡出土資料の主体を占める土師

器があげられる。外湾口縁の聾形土器が主体を占める時期で，二重口縁壷は消滅している。この時期

には，定型化した須恵器が出現していたものと考えられる。

( 5 ) ま とめ

稗田原遺跡の住居跡から出土した古式土師器は布留式系聾の新しい時期のものをわずかに含み，布

留系直後型式のき霊が主体となる段階とみられる。当該地域の時期区分では第IV期に該当しよう。最後

に第IV期の編年的位置であるが，大略，井上編年の古墳前期 5式，柳田編年のIIIa式に該当する土器

群と思われる。

〔註〕

註 1 有明海西部地域とは本来，橘湾沿岸を除く島原半島，および北高来郡に限定されるべきであろうが，

今回はこの地域の考古資料と近縁性をもっ諌阜市，大村市の資料も加えて検討したい。

註 2 1984年(昭和59)には北松浦郡小佐々町の古田遺跡が調査され，包含層中から布留式系の古式土師

器が出土している(町田1985)01986年(昭和61)には壱岐郡勝本町片苗イシロ遺跡を九州大学考古学

研究室が調査し，竪穴住居跡から布留式併行期の土師器が出土している(平1111987)。また1987年(昭

和62) には松浦市宮ノ下り(みやのさがり)遺跡で布留式古段階の住居跡が 2棟発見された(中田
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1989)。さらに1989年(平成元)には壱岐郡勝本町の串山ミルメ浦遺跡から布留式古段轄の資料が出土

した(安楽・町田1989)。

註 3 当該地域の古式土師器の時期区分は資料的な制約から，はなはだ雑ぱくなものにしかならない。し

たがって資料が蓄積されるまで待つべきだと言う意見もあろう。しかし県内の学史において見たごと

し 80年代前半の宮崎・秀島の総括以蜂，すでに15年近くの時間が経過している。本遺跡で一括資料を

得たということに勢いを得て，現状の資料を集成することもなんらかの意味があろうと考えた。

註4 布留系直後型式については，柳田の編年に従った(柳田1991)。

註5 ここでいう布留式系聾とは，井上の聾E型式，柳田の聾C類，蒲原の聾E類c型式のことである。

この聾の新|昨日について井上は iE1型式は扇球形の服部に， く字状に強く外反した口緩がつく聾で，

口縁端部を内割につまみだしている。胴部内面へラ削り，外面崩毛調整で，外面肩部の横位の刷毛調

整が特徴で，しばしば沈線文・櫛目波状文・刺突文などが施される。 E2形式は口縁部を肥厚して内

湾する一群の聾で，新しくなるほど内湾度を増し，胴部の球形化も進む傾向がある。 E1形式は古墳

前期 1式を特徴づりる形式で， E 2形式は古墳前期 1式に出現し， 5式まで盛行する。Jという(井上

1991)。柳田は「古相では，外反した口縁部に多少丸味がでて，端部内側をつまみ上げる。腕部は内面

へラケズリで器肉が薄く，外面肩部の横方向のハケメ謂整が特徴で，波状沈線文や刺突文なども施さ

れる。(中略)新椙のC類整は，口縁部の内湾化と直立が進み，服部の球形化と器肉の厚さを増してく

る。口縁端の形態も，内側つまみ上げ→水平化→内傾化が進み，内傾化と問時に内側に丸く突出する

ようになり，近畿の最盛期の布留警と同形態となり終着を迎える。」という(柳田1991)。蒲原は畿内系

精製聾 (E類)のうち c型式(布留型)とし，さらにc1， c2， c3型式に分類した。 ic1型式はなで肩の

球形ないし，倒卵形の嗣部を持ち，っくりが丁寧で，全体に均整がとれている。器壁も薄い。肩部に

定形化したカキメ状ヨコハケを施し，液状文や直線文を持つものも多い。 c2型式は胴部下半が間のび

して長胴化するとともに厚手づくりとなり，特に底部付近が鈍重な感じとなる。披状文は見られない。

c3型式は口頭部が立ち気味で，全体に c2型式よりさらに厚手づくりである。肩部のカキ目状ヨコハケ

や直線文はまれでJ，c1→ c2→ c3と型式変化を遂げるという(蒲原1991)。

註 6 平山遺跡B地点の台付警は報文の第20図の 2と9が組み合うと考えていたが，実見の結果，両者は

胎土や焼成が異なっていた。しかし向遺跡に台付繋が存在することは確実である。

註 7 小野曽屋遺跡の台付聾は，胎土や技法・焼成などから第26図9と12が組合い，小形の10・11と脚台

13が組合うことが理解できた。平山遺跡B地点出土資料および、小野曽屋遺跡出土資料については，諌

阜市教委の秀島貞康氏・古賀力氏に実見の便宜を図っていただき，様々な助言をえた。記して感謝する。

註 8 報文第30圏12の聾は実測留をみると口唇部をつまみ上げたような印象をうけるが，実見したところ，

口縁部は若干内湾するが，口唇部はまっすぐのびて，最後は丸くおさめるものである。

註 9 稗田遺跡出土資料や黒丸遺跡の出土資料については大村市教委の稲富裕和氏に実見の便宜を図って

いただき，様々な助言をえた。記して感謝する。

註10 報告書に掲載された竪穴住居跡の遺物分布状況と古式土師器との実測図の番号が一致しないため，

個々の土器がどこから出土したのか，はっきりとしたことはわからないが，竪穴住居跡の覆土から出

土とみられる。また出土した陶質土器と古式土師器との共伴関係も報告書を読む限り定かで、はない。

いずれにしても竪穴住居跡に蕗棄された遺物群とみられる。

註11 報告書に掲載された個々の土師器の解説がなく，一覧表も簡単で，実測図も稚拙で、あるため，成形

技法や謂整法などの検討ができないのは惜しまれる。

註12 宮崎貴夫により VIII期と編年された資料に庄内式系の二重口縁壷(報文の Fig30-1・2)，向有段高杯

(報文の Fig35-7)がみられる。

註13 報文の Fig136-4の資料は，口縁端部を上方につまみあげ，布留式系古段階の聾の特徴をもつが，内

面調整は細かいノ¥ケ調整であり，布留式系蓋とは異なる。
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( 3) 3次調査

① 調査概要

今回の謂査は，平成 7年度道路拡幅工事区域の南側部分の調査を行った。調査区は，平成 4年度調

査部分と平成 5年度調査部分との中間に位置する。調査区も前年度に設定した 5m方眼のグリッドを

延長し，続けて番号を付した。

調査は，重機による表土剥ぎを行った後，便宜上西側からA~C 区に分けて西側A区から掘り下げ

を行った。

②土層

土層は， 1 a層;耕作土層， 1 b層;赤褐色硬質土層で，パミスと思われる小瞭を含む。土壌に含

まれる鉄分により赤褐色を呈する。 1c層;火山灰質の灰白色土層， 1 d層;茶褐色硬質土層で，古

代の遺物包含層である。

第 3次調査地点

土層(第29図)

第 2次調査地点の土間図については，すべて北側(道路側)について土層図を作製した。基本的に

は I~四層までに分類され，このうち 1 b 層~II層にかけて縄文晩期から古代・中世にかけての遺物

が検出された。縄文晩期の包含層についてはII層下面， III層上司にかけて存在するものと考えられる

が，古代・中世の遺物も II層内で検出されるなど混在する様相を見せる状況にあった。この混在は，

ひとえに上部が後世における削平等をうけていることがその要因と思われる。以下第29図と併せて土

層の説明をしていきたい。

1 a層:耕作土層

1 b 層:混際茶褐色砂質土層(含まれる擦の大きさは径 2~5mlll程のものがほとんで，火山性のパミ

ス状のものである。古代・中世の遺物を含むが，時期の特定はできない。)

1 c 層:混探暗褐色砂際層(I b 層と II 層との漸移層的な層で，含まれる{擦は 5111111~ 1 cm程度で、ある

遺物は 1b層と同様なものが出土)

1 d層:茶褐色硬質土(縄文土器片を中心に遺物が出土する。)

II層 :暗掲色硬質土(白い火山性の小!擦を含む。 C区では剖平され，東側に一部残るのみ)

ÍI 層:淡褐色砂探層(径 3~5cm程度の小擦を多量に含み，固く締まっている。 SD-l に伴う層で，

古代の遺物を出土する。)

III層 :灰褐色砂質土層 (A区ではII層と W層の漸移層として捉えたが，土質はW層に近く，火山性

の砂と考えられる。締まりがなく，遺物もほとんど含まない。)

N層 :灰白色砂質土層 (III層と同様に締まりがなく， 1~2cm大の火山'性の小際を含み，火砕流堆

積物と考えられる。)

V属 :明黄褐色土層(やや粘質を持ち良く締まっている。今回遺物を含んでいなかったが，百花台

nu 
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II層に比定される前期~早期の土器を含む層と考えられる。このことは，近くの畑中遺跡の

土層から確認した。)

VIa層:淡黄褐色土層 (V層と VIb層との漸移層である。明確な一線は引けないが， V層の黄色と VI

b層の暗黒褐色士が海綿状に入り混じっている。)

VIb層:暗黒褐色硬質土層 (V層よりもよく締まっており，火山性のパミス状の細粒を含む)

四層 :灰黄褐色土層(5 1l11l1大の白色の火山性小擦を多量に含む。 7~8 1l11l1大のものも散見する。)こ

れらの層位のなかで， 1 b~II層からは古代・中世の遺物と，縄文晩期の石器・土器が出土

する。縄文晩期の包含層については II層下面~III層上固にかけてを予想している。 V層につ

いては，土層説明中にも触れたように，今回島原市が同時に調査していた畑中遺跡でも検出

されており，円筒形条痕文土器が出土している。この層については国見町の百花台II層，諌

早市の牛込A，B遺跡のII層でも縄文の早期~前期を含む層があり，この層に比定されるも

のと考えられる。全体的に小さな砂際層で構成されており，火山からの供給物と考えられる。

特にIII.W層においては顕著であり，今回遺物は検出されなかったがV層を縄文前期から早

期のものとして捉えるとすれば，本遺跡では縄文中期・後期について空白となるがm.w層

がこの時期にあたるものと考えられ，縄文中期・後期あたりに火山活動があったことが想定

される。島原市の東側に位置する眉山は，普賢岳の活動による産物であるとされるが，その

時期が約4000年前とされる。このことからすれば，本遺跡で中期・後期の遺物が出土しない

のは，このときの火山活動がなんらかの要閣であろうことが予想される。

③遺構(第?図)

遺構としては，古代の溝状遺構2基と不明遺構がIII層面， W層面で確認された o W層面確認の遺構

については，本来m層は無遺物であり，遺構内からも出土遺物がないため人為的なものかどうかにつ

いては不明といわざるを得ない。溝状遺構についてはA区東側隅から北西から南東に延びるものが確

認された。幅60cm，深さ約10cI11を測り，非常に浅いが上部が削平されたことが考えられる。充填土は

径 2，3 1l1m~ 2 CI11程の小際がぎっしり詰まっており，ガチガチの状態であった。遺物としては蓋杯(第

31図， 12)のほかに土師器の小片が出土している。このことから，ほぽ9世紀ごろの遺構として捉え

られる。遺構に充填しているガチガチの小陳については，火山灰であると考えられ，この時期になん

らかのアクシデントがおこった可能性も考えられる。 B区の溝状遺構 (SD~ 2) は， 1 a層除去後

の 1b層中で確認され，ほぽ南北に直線的に延びている。遺物としては第31図， 10の土師器が出土し

ていることから， 6世紀代のものと捉えられよう。幅90CI11，深さ20α11を測り， SD-1よりやや大き

めであるがこの遺構も上部が削平された状態である。 C区からはIII層上面(第30図)と W層上面から

多数の不明遺構が確認された。 III層確認のものについては縄文晩期の可能性が高いが遺構の性格につ

いては不明で、ある o W層確認のものについては，シミ状に黒色あるいは，茶褐色土が確認されたが，

遺物の出土はない。今回時期が特定できる遺構は溝状遺構の 2基だけであり，その他多くのピットな

どが検出されたが，層位的なものから考えると縄文晩期に属することも考えられるが性格などが不明
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であり，現在のところ不明遺構としての捉え方しかでトきない。調査地点を広げることにより今後なん

らかの田答がでるものと考える。

④遺物(第31、32図)

土器

縄文晩期から古代・中世に至るまでの土器片が出土している。 1は外面組い条痕に覆われ黒褐色を

呈するが，内萌はヘラ状のもでのナデ調整が了寧におこなわれ茶掲色を呈する。口唇部は平坦でナデ

調整をし，外側に三角形の突帯を付ける。突帯にはヘラ状のもので細かな刻目を入れる。胴部が直線

状にのびる小型の翠であろう。 2は内外面ともに灰白色を呈するが，外面のほうが丁寧な調整を行う。

口唇部直下にひも状の細い三角突帯を巡らせ，ヘラ状のもので鋭い刻自を入れるのが特徴である。

これに対し， 3は口唇部からやや下がったところに突帯を付け，刻目も大きくなっている。 1・2に

比べ時期的にやや下るものであろうか。 4~5 については数条の沈線を単位として頚部に模様を描く

もので， 4・5については 3本の沈線を一つの単位としている。 7は器壁全体が条痕に覆われている

が，内面においては丁寧な調整がなされており茶褐色を呈する。 8・9は黒川i期段階の精製研磨土器

でどちらも浅鉢状のもの。以上のものが縄文晩期に属するもので，晩期中葉~後葉の土器群として位

置づけられるものであろう。 10~12については，古代の遺物をあげてみた。 10は SD-2 ，溝状遺構出

土の土師器口縁部で内面頚部直下はへラ削りされている。口縁部はラッパ状に開くもので6世紀代の

ものと考えられる。 SD-2は10と同一個体と思われる砕片がつまった状態であった。 11は低い高台と

高台が丸く作り出されることに特徴を持つ。 12はSD-1出土の須恵器の杯蓋である。つまみ部はな

く，天井部は低い。直径は20Cll1近くなる大形のものである。外面は回転ヘラ削り，内面はナデ調整を

おこなう。 7 世紀後半以降のものと思われる。 13~15は瓦器碗である。 13については外面がヘラ削り

を行い，碗を作った後に紐状の粘土を張り付けて高台として，高台は外側に踏ん張る。内面はへラに

よる磨き謂整がなされている。 14は外面は丁寧なへラ磨き，内面はナデ調整をしており内外商ともに

漆黒色を呈する。 15については口縁部がやや端反り気味の碗で内外面ともに漆黒色を呈す。 3点とも

にそれぞれに特徴をもっており時期差を表すものであろう。 16は滑石製石鍋の破損に伴い再生加工を

施したもので，破損部位をノミ状のもので平坦にし，そこに穴を穿ち鉄を埋め込んでいる。この鉄に

ついては，他のものとの接合した物と考えられが，接合後にも破損前と同様な機能を持ったものかに

ついては定かではない。 17は口唇部が輪花状に開く青磁皿， 18は高台以外に灰椋色に袖を施したもの

で，李朝の青磁か。

以上，本遺跡の特徴的な土器について説明したが，主体は縄文晩期の遺物であり，古代・中世の11頃

に遺物量は少なくなる。

石器

石器は，安山岩製のものを主体として出土している。石銀は 3点出土しているが， 2点が安山岩製

1点、は黒曜石を素材としている。図化したものは安山岩製のもので，脚がかなり先鋭であることに特

徴をもっ。 21は良質な黒曜石を使用した使用痕のある剥片である。 22~24については横刃状のスクレ
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イパーで安山岩を素材としており，横長の厚手の斜片を使用している。 3点共に形状，大きさなどが

共通しており，同様な使用方法があったと考えられる。このような石器については石鎌のような機能

をもっと思われ，晩期の時期にこのような石器が出土する背景には，農耕などとの関連性の中で考え

ていかねばならないだろう。また，このような石器は中木場遺跡でも数点確認されておりこの時期の

特徴として捉えられよう。

本調査地点の石器の数は少数であり，第 1次調査地点の遺物の在り方から考えれば，遺跡の中心部

からやや離れた部分として捉えられよう。第 1次調査地点からは，本遺跡出土の土器と同様な土器が

出土し，石器としては属平打製石斧が多量に出土している。本遺跡出土の横刃状のスクレイパーの出

土はみられず，場の機能を考えさせられる。本調査区における石器素材は安山岩と黒曜石に限られる。

特に黒曜石については，白い不純物を含む漆黒色の黒曜石だげに限られ，針尾系の灰青色黒曜石や灰

白色の黒曜石の使用はまったくない。このことは，この遺跡全体についていえることである。他の縄

文晩期全体の分析にまでは至っていないが，他の遺跡についてもこの傾向が見られるようである。こ

のような現象から黒曜石の素材獲得のための交流は少なくなり，ーヶ所の原産地で原料を賄うとい

う方向に落ちついた結果だ、と考える。このことは，頻繁に移動する形態から，定住性の強い集落を形

成していき，原石の獲得に関しても，ある特定の地点、との交流のなかで入手したのではないだろうか。

⑤第3次調査のまとめ

三次調査については，遺物量そのものは少量であったが縄文晩期，古代，中世までの遺物を出土し，

それぞれに成果があった。このなかで土層については幾つかの火砕流堆積物が確認され，特に縄文晩

期以前，前期以降になんらかの大規模な火山性のアクシデントが発生した可能性を指摘した。このこ

とについては，約4000年前に発生したとされる「六ツ木火砕流j との関連が予想される。このほかに

晩期以降古代に至るまで数回の火砕流が発生した可能性が高いため今後さらに地質学の側面と今回の

遺物の出土状況とをつき合わせてこの地区に火砕流があたえた影響を考察していかなければならない

であろう。縄文時代の遺物については，晩期の単純であり，中葉~後葉の時期におかれる。縄文晩期

については，島原半島において大規模な遺跡がいくつか知られており，長崎県のなかでも晩期の遺跡、

が豊富な地域として知られる。そのなかでも原山遺跡や山の寺梶木遺跡などにおいては，縄文農耕に

ついて問題を提示した遺跡として著名である。今回の調査地点、でも，時期的に前後するが，横刃形の

スクレイパーの出土に特徴的なものをみる。遺物の項で先述したように，中木場遺跡、等でもこの手の

スクレイパーの出土があり，この時期のスタイルとして捉えることができょう。また全体的には肩平

打製石斧の出土も多く，原初的な農耕の産物としてこれらの組成を考える必要があると考える。

古代から中世の遺物については特筆すべきものはないが，瓦器碗のなかで特徴的なものがあるので

触れておきたい。遺物番号13のもので，その特徴として最初に碗の部分を作り出した跡に紐状の粘土

を高台として貼り付けるのであるが，高台が低く碗の底部底面と高台の接地面とが同じで，普通高台

だけで体部を支えるのが碗の底部も接地するということ，高台のっくりとして幅慶の分厚い粘土紐を

貼り付け，ロクロ回転により内側に引き延ばし，へたりこんだ「ハj状を呈することである。体部に
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ついてもヘラ削りによる段を明瞭に有し，内部はへラによる磨きを入れている。器高そのもが低いこ

とも大きな特徴といえよう。このタイプの瓦器碗は高台の作りについては瑞穂町陣の内遺跡にも見ら

れるが，熊本県下出土の一部の瓦器椀に類似しており今後の資料の増加を待ちたい(註1)0 (森1992)

註 I 森隆氏が指摘した「肥後型jの瓦器椀の一部に類似したものが存在する。

森 睦 1992 I中世土器の生産にみる地域型の提唱と工人集団の系譜についてJr中近世土器の

基礎研究班』日本中世土器研究会

IV ま とめ

平成 4年の 1次調査の時活発だ、った雲仙の普賢岳も，今は終息して復興の事業が順調に進んで、いる。

この 1 次~3 次にわたる稗田原遺跡の調査は，今更ながらに火山活動と人間とのつきあいを考えさせ

られた出来事だった。この一連の発掘調査でも少なくとも縄文時代晩期以前の火砕流が確認されてい

る。調査の結果，縄文時代晩期，古墳時代前期，古代・中世の遺物を発見した。それぞれの時期の生

活の痕跡を示すものであろう。また，古墳時代前期 4世紀後半の竪穴式住居跡を確認できたのも島原

半島では初例ではないかと考えられる。

今後は，数次に及ぶ、とみられる火山活動の正確な年代の把握，縄文晩期の生産活動を解明すべく自

然科学的な手法による花粉分析が必要となってこよう。今後の課題点である。
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古代~中世 溝，柱穴 ノfーピエス・エスキ

近世 一ユ，石核，磨製石

斧，打製石斧，すり

石，砥石，叩石，古

式土師器，古代~中

世の土師器等

一 71-

調査面積

Dl' 
調査原因

350m' 道路拡幅

(1次)

650ぱ

( 2次)

( 3次)

特記事項
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